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　維新をもって始まった明治時代ですが、 文化のすべてが政治同様いっきに変わったわけではありま

せん。 文明開化を象徴とする西洋化路線は政府によって主導されたため、 身分や分野によってその

実質的な普及には時間差や格差がありました。 特に服飾においては、 西洋化はまず公的な立場にあ

る男性のそれから始まり、 女性では、 社会的身分が高く公的な場に出ることの多かった旧大名家の女

性たちが、 それに倣いました。

　明治時代の初期においては、 ほとんどの女性が江戸時代の 「小袖」 を受け継ぐ 「着物」 を着用し、

その様式も江戸時代後期のそれとほとんど変わるところはありませんでした。 また男性でも、 いわゆる

庶民に当たる人たちや子供は、 江戸時代同様、 着物を着ていました。

　ヨーロッパからの化学染料やジャカード機、 バッタン機などの導入を明治時代の染織の大きな特徴と

するのが一般的ですが、 化学染料が実質的に定着した明治時代の前半には、 伝統的な柄を化学染

料で表わした着物が多く見られます。 さらに、 明治時代の後半には大きな様式的転換を迎え、 褄裾

に模様を表わす着物では、 裾や褄の部分を地味な地色から暈すように明るい色に染め分け、 この部

分に絵画的な模様を表わすようになります。 そして明治時代末期には、 日本的なモチーフを西洋的な

色使いで表わすものが多くなり、 特に菊牡丹などの植物を暈しを含んだ濃艶な色合いで表現した着物

が流行しました。

　今回の展示では、 変革の時代であった明治時代に、 江戸時代以来の伝統を伝えていた着物が、 ど

のような変化を遂げ、どのように新しい美を作り出していったのかをご覧いただきたいと思います。 なお、

本展示は、 文化ファッション研究機構の服飾文化共同研究 「近世 ・近代風俗画における服飾表現に

関する分野横断的研究　—小袖及び着物の編年的研究への絵画研究の活用—」 の研究成果の一部で

あり、 作品の借用に関しても同機構の協力をいただきました。
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